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よる差はあまり大きくない。

次にこれらの試験片の

写真と面分析結果を

で変化している。溶接金属中の

ることから、はじめに

ス中の金属成分が

ているものと考えられる。

4  結  言 

本研究では、CCM

することを目的として実施した。得られた知見をまとめ

ると以下のとおりである。

(1)CCM合金と

接することでマイクロビッカース硬さ

れ、CCM合金単体と比較して大幅に硬さを向上させ

ることができた。

(2)Cr2O3セラミックスの混合粉末は均一な溶接金属が

得られなかった。

(3)溶接電流を高くすると硬さは低下する傾向が認め

られた。これは金属基材の希釈効果によるものと

考えられる。

(4)Al溶湯中での浸漬試験では、時間の経過と共に反

応層の増加が確認された。
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